
「タブレット学習」始まる 
本校では、１０月に一人１台のタブレットが配備されました。各教室のキャビネット

の中に、全員分の ipad が収納されています。これまでは授業の中で「調べ学習」等で

使う教科もありましたが、本格的に全学年で ipad の様々な機能を使って授業等をすす

めていくために、１１月１９日（木）「タブレットを触ろう」と位置づけて 1 年から 3

年まで順に取り組みをすすめました。 

はじめに「一人１台のタブレットが配られた意味」「ipad

でできること、インターネットを使う際に注意したい情報

モラル」等について、講師の方からリモートにより説明し

ていただきました。その後一人１台配布し、実際に ipad

を手に取りながら、使える機能を確かめていました。そし

て各自のＩＤ、パスワード（生徒個人情報）を配布し、タ

ブレットドリル等にそれぞれがログインし、いくつかの問

題を解いたりしていました。当日は、サンケイリビング新

聞社の方の写真取材があり、子どもたちがタブレットを使

っている様子を写真に撮られました。（生徒の顔は映らな

いよう、教室の後ろからの撮影）この写真は、「とよなか

市議会のうごき 2月号」の表紙の写真になる予定です。 

また午後には、教育長や教育委員の先生方も視察に来ら

れ、楽しく取り組んでいる生徒の姿を見ていただくことが

できました。この ipad については、当面、授業の中でいくつかのアプリを使ったり、

インターネットで調べ学習をしたりなど、教科の特性に応じた形で使っていけたらと考

えています。そしていずれ、家庭へ持ち帰り、家庭学習やオンライン授業等への活用へ

と広がっていくことになります。そのため、ＰＴＡ実行委員会からの要請もあり、家庭

に持ち帰る前に「タブレット保護者説明会」を下記のとおり開催することとなりました。 

タブレット保護者説明会に参加を！ 

 １２月９日（水） 14：25～15：15   於：多目的室（１階） 

同時に、「ＰＴＡ花の苗植え（13：00～13：25）」と「授業参観（13：25～14：15）」

も実施します。詳細については、別紙案内プリントを配布していますので、参加を希望

される方は、参加申込書を担任まで提出してください。多くの方のご参加をお待ちして

いますので、よろしくお願いします。 
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後期生徒会本格的に始動 
後期生徒会活動が、本格的にスタートを切りました。後期生徒会役員選挙立会演説会

は、１０月２８日（水）に体育館にて行われました。    

立候補した６名は、大勢の人の前で演説をすると

いうことで大変緊張したと思いますが、一人ひとり

しっかりと決意が語られていました。今回は、役員

定数６名のところ６名の立候補だったので、その場

で全員が信任されました。後期の役員団は、石本創

大さん（2－1）、柳鉄真さん（2－1）、毛利天飛さん

（2－4）、井本雄大さん（1－1）、大石愛莉さん（1

－1）、千原怜奈さん（1－2）の６名が選ばれました。

そして１１月２日（月）には、リモートによる認証式を

行いました。６限目にはＨＲ委員選挙が行われ、各クラ

スから専門委員及び教科係等が選出されていきました。 

１１月１７日（火）の朝、リモートによる生徒会朝礼が行われ、後期生徒会専門委員

生徒会の活動方針や活動内容等を各専門委員会委員長より報告がありました。前日の録

画撮りをするときには、一人ひとりとても緊張した様子でしたが、ペーパーを見ずにし

っかりとした口調で話す姿がありました。 

そして放課後には、生徒会の「引き継ぎ会」

が多目的室にて行われました。これは、前期

生徒会執行部から後期生徒会執行部に「生徒

会活動に対する思い」や「取り組みで大事に

してほしいこと」を伝え合う取り組みです。

庄内さくら学園中学校をどんな学校にして

いきたいのか、そのために大切なこと、必要

なこととは何なのかをグループに分かれて

話し合い、発表しあうという内容で、「思い」を

つないでいこうという気持ちがあふれ、柔らかな

空気が流れる会となりました。生徒会活動の中で引き継がれた学校スローガン「一人ひ

とりが強いつながりをもてる学校」達成に向け、確かな一歩を踏み出したと感じました。 

現在は、毎日校門前に執行部のメンバーが立ち「あいさつ運動」を実施し、一日のス

タートを気持ちよく迎えるとともに、豊かな「つながり」をつくっていこうと頑張って

くれています。 

 

来週（２５日～２７日）は期末テストです！ 
 自分なりに計画をしっかり立てて、学習をすすめていきましょう。提出物についても、

地道に取り組むことを忘れないでください。 

立会演説会のようす 

ひきつぎ会での話し合い 


